
 

 

 

1日
にち

に LINE メッセージを

何十回
なんじゅっかい

もあり、返事
へ ん じ

もす

ぐ に し な い と怒
おこ

ら れ る

から怖
こわ

い。  
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 先週
せんしゅう

、リ・スタートくまもと 富永
とみなが

とも子
こ

様
さま

をお招
まね

きし、「たい

せつにすること、されること～ D V
ディーブイ

・デート D V
ディーブイ

について知
し

ってお

こう～」というお話
はな

しがありました。 

中
ちゅう

高生
こうせい

のように若
わか

いカップルの 

間
あいだ

でおきる暴力
ぼうりょく

を「デート D V
ディーブイ

」 

ということ、どんな人
ひと

でも、どんな 

理由
り ゆ う

があっても、傷
きず

つけていい人
ひと

 

はいないこと、暴力
ぼうりょく

をふるってい 

い権利
け ん り

は誰
だれ

にもないことを学
まな

びました。そして、 D V
ディーブイ

やデート D V
ディーブイ

は身近
み ぢ か

にあるかもしれないので、未然
み ぜ ん

に防
ふせ

ぐ方法
ほうほう

を教
おし

えていただきま

した。その一つに、「自分
じ ぶ ん

にとって、あんしん
・ ・ ・ ・

がなくなりそうな時
とき

は、

『いや』『やめて』『しないで』」と伝
つた

えることが大切
たいせつ

であることを

学
まな

び、暴力
ぼうりょく

の 形
かたち

も様々
さまざま

あることを知
し

る機会
き か い

になりました。 

            

               

 

 

 

 

 

 

 

 

～講演会後
こうえんかいご

の生徒
せ い と

の感想
かんそう

～ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

ストレス解消法
かいしょうほう

～リラックス法
ほう

を学
まな

ぼう～ 

 昨年度
さ く ね ん ど

から、自分
じ ぶ ん

の 体
からだ

と 心
こころ

を知
し

って、体調
たいちょう

 

の変化
へ ん か

等
など

を周
まわ

りの人
ひと

に伝
つた

えられ、 自
みずか

ら「SOS」 

を発信
はっしん

できる 力
ちから

を 育
はぐく

む学習
がくしゅう

を 行
おこな

っています。 

１学期
が っ き

は、ストレスと上手
じょうず

に付
つ

き合
あ

うため、 

２年
ねん

生
せい

に腹式
ふくしき

呼吸
こきゅう

、弛緩法
し か ん ほ う

（ミニ）の保健
ほ け ん

指導
し ど う

 

を 行
おこな

いました。いつでもどこでもできるので、学校
がっこう

や自
じ

宅
たく

、実習
じっしゅう

先
さき

でもや

ってみてください。 

 

 

DV・デート DV についての学習
がくしゅう

 

～安心
あんしん

でいれること・人権
じんけん

をまもること～ 

D V
ディーブイ

の意味
い み

が家庭内
か て い な い

暴力
ぼうりょく

だということを知
し

ることができ

た。お互
たが

いの気持
き も

ちを理解
り か い

し合
 あ

うのも大事
だ い じ

だと思
おも

った。そ

して、「いや」ということがあれば、素直
す な お

に伝
つた

えたいです。 

講演
こうえん

を聞
き

いて、相手
あ い て

の気持
き も

ちばかり 考
かんが

えていて、自分
じ ぶ ん

の気持
き も

ちを 考
かんが

えきれていないことがあるので、相手
あ い て

の気持
き も

ちと

自分
じ ぶ ん

の気持
き も

ちを両方
りょうほう

ともしっかり 考
かんが

えていきたい。イヤな

ことは「イヤ」としっかり伝
つた

えることが大切
たいせつ

だと思
おも

った。  

保護者の皆様へ 

 高等部では、自分の体を知り、体調が優れない場合は、自分で

伝えられるように保健指導等を行っています。また、卒業後は社

会に出るため、性に関する学習も発達段階に応じ、個別指導・集

団指導を行っています。1 学期は、DV 未然防止教育を行い、夏休

み前に 1 年生は、プライベートゾーンとパーソナルスペース、２

・３年生は各学年の様子に応じ、自分の身体は自分で守ること、

性に関する情報選択と異性との関わり方についての学習を行い

ました。 

 御家庭でも学習したことについて話題にしていただき、子ども

達の思いなどを聞いていただけると幸いです。  

 もし、何か気になられること、心配なことなどありましたら、

担任又は養護教諭までお知らせください。  


